
平
成
２
５
年
９
月
２
４
日

（
火
）
Ｊ
Ｒ
西
日
本
本
社
へ
要

望
！作

野
白
山
市
長
、
酒
井
能
美

市
長
、
粟
野
々
市
市
長
、
前
川

北
町
長
の
４
名
が
、
石
川
県
の

黒
野
企
画
振
興
部
長
に
随
行
し
、

北
陸
新
幹
線
の
運
行
主
体
で
あ

る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
本
社
へ
白
山

駅
構
想
の
理
解
と
協
力
要
請
を

行
っ
て
い
ま
す
。

二
階
堂
常
務
執
行
役
員
か
ら
は
、

「
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
。
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
大
阪
支
社
に
要
請
！

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
大
阪

支
社
へ
白
山
駅
（
仮
称
）

の
構
想
に
つ
い
て
説
明
。

事
業
実
施
に
手
戻
り
が
生

じ
な
い
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。

深
沢
支
社
長
が
対
応
。

深
沢
支
社
長
か
ら
は
、

「
新
駅
の
追
加
が
決
ま
れ

ば
、
良
い
方
向
に
な
る
よ

う
協
力
し
た
い
。
」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
昨
年
も
、

地
域
の
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
要
請
行
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。昨

年
末
に
、
財
団
法
人
北
陸

経
済
研
究
所
（
富
山
市
）
主
任

研
究
員
の
藤
沢
和
弘
さ
ん
に
見

解
を
聞
き
ま
し
た
。
新
幹
線
白

山
駅
の
実
現
可
能
性
は
大
だ
と

の
見
解
で
し
た
。

ま
た
野
々
市
市
役
所
の
企
画

課
長
と
担
当
者
に
面
接
。
金
沢

市
南
部
地
域
か
ら
も
支
援
を
約

束
し
ま
し
た
。

私
は
金
沢
市
南
部
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
社
会
の
一
員
と
し

て
地
域
で
生
き
て
い
く
限
り
、

こ
の
社
会
が
良
く
な
ら
な
い
限

り
、
自
分
の
人
生
が
良
く
な
る

訳
が
な
い
の
で
す
。

こ
の
当
然
の
事
実
を
、
よ
く

考
え
る
と
気
が
付
き
ま
す
。

し
か
し
、
理
想
（
理
念
）
は
現

実
と
、
ほ
ど
遠
い
も
の
で
す
。

な
ぜ
を
社
会
に
託
す
の
で
な
く
、

各
人
が
内
側
で
為
す
の
で
す
。

現
実
を
動
か
し
て
い
る
の
は

観
念
（
規
制
）
で
す
か
ら
、
観

念
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
現
実
は
、

変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

見
え
る
現
実
を
動
か
す
見
え
な

い
力
の
観
念
が
働
き
、
現
実
が

良
く
見
な
い
だ
け
に
事
実
が
忘

れ
ら
れ
ま
す
。

観
念
を
破
る
自
由
は
何
人
に

も
許
さ
れ
、
守
る
の
も
や
っ
て

い
い
と
考
え
る
自
由
も
許
さ
れ

て
い
ま
す
。

し
た
い
こ
と
を
し
、
破
る
覚

悟
と
責
任
で
、
報
い
と
し
て
の

「
罰
」
を
受
け
る
こ
と
に
、
悔

い
な
ど
は
無
い
は
ず
で
す
。

理
想
と
現
実
は
そ
も
そ
も
別

で
は
な
く
最
初
か
ら
一
体
で
す
。

別
物
と
思
っ
て
い
る
観
念
が
現

実
を
作
っ
て
い
ま
す
。

状
況
や
環
境
に
よ
っ
て
現
実

が
作
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

私
達
の
思
い
や
考
え
が
現
実
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

即
ち
多
く
の
人
が
、
社
会
を
良

く
す
る
理
想
を
失
わ
な
い
限
り
、

白
山
新
幹
線
駅
は
現
実
で
す
。
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地
球
の
生
物
の
一
員
で
あ
れ

ば
、
人
を
好
き
に
な
る
の
は
本

能
的
な
こ
と
で
、
実
に
自
然
な

こ
と
で
す
。

食
文
化
に
お
け
る
料
理
も
、
恋

愛
と
同
じ
人
間
の
文
化
で
す
。

好
き
な
食
物
と
人
を
好
き
に
な

る
事
は
、
何
で
も
い
い
の

と
は
違
う
。

な
ぜ
恋
愛
の
相
手
は
特

定
の
誰
か
な
ん
で
し
ょ
う
。

そ
の
人
を
愛
す
る
こ
と
は
、
自

分
を
愛
す
る
こ
と
で
す
。
自
分

を
愛
せ
な
い
人
は
、
他
人
を
愛

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

心
と
体
は
一
体
で
す
。
内
と

外
は
一
体
で
す
。
別
々
で
は
あ

り
得
な
い
。
性
が
あ
る
分
だ
け
、

自
分
が
試
さ
れ
ま
す
。

食
べ
る
た
め
に
生
き
る
か
、

生
き
る
た
め
に
食
べ
る
か
は
自

由
の
領
域
で
す
。

見
ら
れ
て
恥
ず
か
し
い
こ
と

は
、
自
分
に
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
す
。

嫉
妬
心
は
自
分
を
愛
し
て
い

る
か
ら
で
な
く
、
愛
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
言
え
な
い
か
。

自
尊
心
よ
り
虚
栄
心
が
自
分
に

垣
間
見
え
な
い
か
。

命
よ
り
大
切
な
精
神
。

精
神
の
価
値
は
自
分
を
自
覚
す

る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

精
神
の
死
は
、
た
と
え
ば
お

金
や
快
楽
を
得
る
た
め
ズ
ル
イ

人
は
集
う
も
の
で
、
且
つ
勇
気

が
な
く
逃
げ
回
る
。

賢
者
は
「
卑
怯
」
に
よ
っ
て

生
き
延
び
る
よ
り
死
を
選
ぶ
精

神
で
、
神
に
自
身
を
曝
け
出
す

の
だ
ろ
う
。

善
悪
の
判
断
は
法
と
い
う
紙

上
に
は
無
い
、
人
が
内
に
持
つ

基
準
が
全
て
で
す
。

こ
の
価
値
観
を
知

ら
ず
取
り
違
え
る

変
な
人
を
知
っ
て

い
る
。


